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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 95,237 28.8 1,073 ― 688 ― △116 ―

23年3月期第2四半期 73,956 0.9 △753 ― △778 ― △1,178 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 338百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △3,173百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △1.06 ―

23年3月期第2四半期 △10.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 173,019 76,799 43.3
23年3月期 163,388 77,714 46.3

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  74,925百万円 23年3月期  75,625百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00
24年3月期 ― 5.00

24年3月期（予想） ― 10.00 15.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 195,000 22.4 3,500 102.7 3,000 123.0 800 197.0 7.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
連結業績予想の数値は現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、様々な要因により
上記予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項につきましては、６ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
 
（決算補足説明資料の入手方法について） 
決算補足説明資料は、TDnetで11月10日に開示し、同日、当社ホームページに掲載します。 

4.  その他

新規 1社 （社名） Logan Teleflex (UK) Ltd. 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 113,671,494 株 23年3月期 113,671,494 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 3,011,851 株 23年3月期 3,008,514 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 110,661,467 株 23年3月期2Q 110,675,502 株
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１．当四半期連結決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における世界の経済は、ギリシャの債務問題に端を発した金融危機や

米国の景気減速懸念、新興国の景気調整などにより、総じて景気後退局面への懸念が強まりました。

わが国の経済は、東日本大震災の影響からの回復局面にあって足元の業況感は改善したものの、急

激な円高や外需の不透明感を背景に、先行きについては慎重な見方が多くなりました。 

当業界におきましては、国内では東日本大震災からの復旧需要などが見られた一方で、需要回復

力は弱く、厳しい事業環境が続きました。 

このような状況の中、当社グループの業績は、新興国を中心とした自動車業界の設備投資、空港

手荷物搬送システムおよび洗車機部門における企業買収効果などにより、受注・売上量が全体とし

て回復基調にあります。この結果、受注高は93,204百万円（前年同四半期比20.9％増）、売上高は

95,237百万円（前年同四半期比28.8％増）を計上しました。 

利益につきましては、量の回復やサービスビジネスの底堅さが寄与する一方で、国内外で開発要

素の高い案件に積極的に挑戦していること、連結子会社のコンテックの外販部門の利益減少などの

影響を受けました。この結果、営業利益は1,073百万円（前年同四半期比1,826百万円増益）、また

円高による為替差損などにより、経常利益は688百万円（前年同四半期比1,467百万円増益）にとど

まりました。また、保有株式の時価評価損で特別損失が増加したことにより、四半期純損失として

116百万円（前年同四半期比1,061百万円増益）を計上しました。保有株式の時価評価について、当

社は洗替法を採用しておりますので、この特別損失は、当期末の株価上昇の状況によっては戻し入

れ処理をいたします。 

これらの数字には、本年４月に全株式を取得したLogan Teleflex (UK) Ltd.、Logan Teleflex 

(France) SA 、Logan Teleflex, Inc. (以下、ローガン社と総称)の空港手荷物搬送システムの実績

を含んでいます。受注高には、ローガン社の本年３月末受注残高約60億円を含んでいます。 

当社グループは、中期経営計画「Material Handling and Beyond」において、新たな製品・市

場・事業などを創出することを重要な課題としております。空港手荷物搬送システムでは、ハブ空

港を主要ターゲットとした世界最速の搬送機「バゲージトレイシステム」（最大600ｍ／分）を開発

しました。主力製品の自動倉庫との組み合わせによる新たなシステムも提案していきます。ローガ

ン社や北米を主力とする子会社のJERVIS B. WEBB COMPANY（ウェブ社）と連携し、市場の拡大・創

出に努めてまいります。 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間よりセグメント

区分を以下のように変更しております。これは、北米事業を統括・強化するため、平成23年１月１

日付けでDAIFUKU WEBB HOLDING COMPANYを米国に設立し、その傘下にウェブ社、DAIFUKU AMERICA 

CORPORATION（ダイフクアメリカ）を置いたためであります。 

（従 来）株式会社ダイフク、株式会社コンテック、ウェブ社、ダイフクアメリカ、その他 

（当期より）株式会社ダイフク、株式会社コンテック、DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY（DWHC）、 

 その他 

セグメント利益（損失）は上記各社の四半期純利益（損失）を記載しております。セグメントに

関する詳細は、後記（セグメント情報）をご覧下さい。 
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①株式会社ダイフク 

《受注》 

マテリアルハンドリングシステムのうち、保管・搬送・仕分け・ピッキングシステム製品では、

食品業界、医薬品業界、医薬卸業界、農業、流通業界向けなどの大型案件が堅調に推移しました。

また、リチウムイオン電池関連でも新たな受注先を獲得しました。これらの分野は年々、海外案

件が増えており、第２四半期連結累計期間は韓国やロシアのお客さまから流通センターを受注し

ました。 

半導体工場向け製品では、韓国や北米案件が順調に進捗しています。液晶パネル工場向け製品

の需要は、従来のテレビ用大型からスマートフォンや携帯情報端末向け中小型にシフトしており

ます。 

自動車生産ライン向け製品は、リーマン・ショック後、回復が遅れていましたが、今期は北米

や新興国向けを中心に受注が戻りつつあります。国内自動車メーカーでは、環境対応や先端技術

の開発に軸足を置いた動きが具体化しつつあります。第２四半期連結累計期間は、国内やインド

ネシア、インド向けの大型案件を受注しました。第３四半期以降には国内やメキシコの大型案件

の受注も見込んでおります。 

《売上》 

食品、医薬品、医薬卸、流通、リチウムイオン電池、農業などの幅広いお客さま向け保管・搬

送・仕分け・ピッキングシステム製品の大型案件の売上は、堅調に推移しました。中小型システ

ムは、需要低迷の影響がなお続きました。 

半導体や液晶パネル工場向け製品は、韓国や北米の半導体工場向けが堅調に推移し、液晶パネ

ル工場向けは国内や台湾向け案件の売上を計上しました。 

自動車生産ライン向け製品は、ブラジル・タイ・中国向けなどの生産量が多く、５月と８月の

国内連休工事も寄与して、前年を大きく上回りました。 

洗車機は、事業買収効果や、震災で延期された需要の回復等が寄与し、順調に推移しました。

福祉リヤリフトは、震災後の自動車の生産回復、大口受注の獲得に伴い、生産量・売上ともに期

初計画を上回るペースで伸びました。 

《利益》 

利益面では、開発要素の高い案件に積極的に挑戦していること、円高による為替差損、株価低

迷による保有株式の時価評価損などの影響を受けました。 

以上の結果、受注高は50,425百万円（前年同四半期比7.5％増）、売上高は55,936百万円（前年

同四半期比20.9％増）、セグメント損失は802百万円（前年同四半期比260百万円増益）となりま

した。 

 

②株式会社コンテック 

デバイス＆コンポーネント製品では、電力不足や急激な円高で製造業の設備投資が抑制されて

いる影響を受け、拡張ボード系機器の販売が低調に推移いたしました。一方で、店舗設備、公共

交通機関などの非製造業向けの販売は堅調に推移いたしました。 

ソリューション＆サービス製品では、再生可能エネルギー法案が成立したことで、９月から太

陽光発電関連の販売が増加しております。 
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システム製品では、国内の自動車生産設備への投資が低調に推移しており、厳しい状況が続き

ました。そのため、新たな市場の開拓や設備投資の活発な中国市場での営業活動を積極的に行っ

ております。 

この結果、受注高は4,118百万円（前年同四半期比3.2％減）、売上高は3,783百万円（前年同四

半期比9.6％減）、セグメント損失は208百万円（前年同四半期比468百万円減益）となりました。 

 

③DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY（DWHC） 

DWHCは、北米の事業を統括する会社で、傘下にウェブ社、ダイフクアメリカを置き、両社の経

営資源の効率的運用を推進しています。現在、２社にまたがる生産やサービスの効率化・統合・

分業、エンジニアリングおよびプロジェクト管理のノウハウ共有、基幹情報システムや人事・財

務など管理面の共通化などを進めています。 

受注面では、北米の空港手荷物搬送システム市場はスローペースで推移しましたが、今期後半

には大型案件の入札が予定されています。自動車生産ライン向けシステムは、北米自動車販売台

数の回復、中南米市場の拡大等により堅調です。また、自動車関連業界などで中小型自動倉庫シ

ステムの引き合いも活発になっています。半導体関連では、携帯情報端末やサーバー用半導体の

需要増大による設備需要や微細化対応の「窒素パージストッカー」などにより、着実に受注を獲

得しています。 

売上面、利益面は、自動車およびその関連業界・半導体業界向けの受注増、傘下企業の生産体

制見直しによるシナジー効果などで、順調に進捗しました。 

この結果、受注高は8,310百万円(前年同四半期比37.6％減）、売上高は14,032百万円（前年同

四半期比35.0％増）、セグメント利益は476百万円（前年同四半期比17.1％増）を計上しました。 

④その他 

「その他」は、上記３社以外の国内外の子会社であります。当社グループを構成する連結子会

社は44社です。「その他」に含まれる主なものとしては、国内では、マテリアルハンドリングシ

ステム・機器の販売等を行う株式会社ダイフク・ロジスティック・テクノロジー、洗車機やボウ

リング関連製品の販売等を行う株式会社ダイフクプラスモアがあります。海外では、中国に大福

（中国）有限公司、韓国にDAIFUKU KOREA CO., LTD、CLEAN FACTOMATION, INC.、台湾に台灣大福

高科技設備股分有限公司、タイにDAIFUKU (THAILAND) LTD.などがあり、主にマテリアルハンドリ

ングシステム・機器の製造・販売等を行っています。 

総じて、アジアの海外子会社を中心に業績は回復基調にあります。中国では、車の生産・販売

がともに世界一になったことを背景に、自動車工場向けの売上が好調な一方、広大な国土をカバ

ーする配送センター計画、中小都市における新空港手荷物搬送システム需要が旺盛となっていま

すので、受注活動を強化していきます。台湾では中小型液晶パネル、半導体向けなどの製品が順

調でした。韓国では半導体工場向け製品が好調です。タイも、アジア・太平洋地域全般をにらん

だ自動車業界の拠点として、ＡＳＥＡＮ各国からの引き合いに対応しております。 

今期より新たに当社グループに加わったローガン社は、中国における空港手荷物搬送システム

の大型案件で追加受注を獲得しました。 

この結果、受注高は30,350百万円（前年同四半期比108.2％増）、売上高は21,012百万円（前年

同四半期比39.4％増）、セグメント利益は944百万円（前年同四半期比74.0％増）となりました。
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なお、受注高には４月から連結対象となったローガン社の空港手荷物搬送システムの受注残約60

億円を含んでおります。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産の部について 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は173,019百万円となり、前連結会計年度末に比べ

9,630百万円増加いたしました。これは受取手形・完成工事未収入金等が10,729百万円増加したこ

とが主な要因であります。 

②負債の部について 

当第２四半期連結会計期間末における負債は96,219百万円となり、前連結会計年度末に比べ

10,545百万円増加いたしました。これは支払手形・工事未払金等が7,417百万円増加したことと、

未成工事請求超過高などの流動負債のその他が824百万円増加したことが主な要因であります。 

③純資産の部について 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は76,799百万円となり、前連結会計年度末に比べ

915百万円減少いたしました。これは保有する有価証券や為替の変動等によるその他の包括利益累

計額合計が524百万円増加した一方、配当金の支払等により利益剰余金が1,223百万円減少したこ

とが主な要因であります。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前年同四半期に比べ8,746百万円

減少し、23,696百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減要因は以下のとおりで

あります。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期に比べ11,922百万円減少し、5,758百万円の

支出超過となりました。これは主に、仕入債務の増加が6,350百万円あったものの、売上債権の増

加が9,545百万円、たな卸資産の増加が2,695百万円あったためであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期に比べ413百万円減少し、1,765百万円の支

出超過となりました。これは主に、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出が565百

万円あったことと、固定資産の取得による支出が837百万円あったためであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは前年同四半期に比べ1,929百万円増加し、639百万円の支

出超過となりました。これは主に、有利子負債の純増加額が560百万円あったものの、配当金の支

払が1,103百万円あったことによるものであります。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

今後の見通しにつきましては、平成23年８月10日に発表した平成24年３月期通期の業績予想数値

を据え置いております。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

第１四半期連結会計期間において、当社はLogan Teleflex (UK) Ltd.（本社所在地：イギリス）、

Logan Teleflex (France) SA （本社所在地：フランス）の全株式を取得したため、第１四半期連結

会計期間より連結の範囲に含めております。なお、当該子会社のうち、Logan Teleflex (UK) Ltd.

は当社の特定子会社に該当します。 

また、第１四半期連結会計期間において、当社の100％子会社で12月決算会社であるJERVIS B. 

WEBB COMPANYがLogan Teleflex, Inc. （本社所在地：米国）の全株式を取得したため、当第２四半

期連結会計期間より連結の範囲に含めております。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1)  四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 31,749  23,749

  受取手形・完成工事未収入金等 47,268  57,997

  商品及び製品 2,776  2,839

  未成工事支出金等 7,682  10,033

  原材料及び貯蔵品 6,672  7,400

  その他 11,199  15,988

  貸倒引当金 △129  △135

  流動資産合計 107,218  117,873

 固定資産  

  有形固定資産 31,580  31,235

  無形固定資産  

   のれん 2,229  2,450

   その他 2,816  2,560

   無形固定資産合計 5,045  5,011

  投資その他の資産  

   その他 19,804  19,157

   貸倒引当金 △260  △259

   投資その他の資産合計 19,543  18,898

  固定資産合計 56,170  55,146

 資産合計 163,388  173,019

負債の部  

 流動負債  

  支払手形・工事未払金等 25,876  33,293

  短期借入金 2,826  3,163

  未払法人税等 788  787

  工事損失引当金 673  882

  その他 11,144  11,968

  流動負債合計 41,309  50,095

 固定負債  

  社債 10,000  10,000

  長期借入金 28,085  28,969

  退職給付引当金 2,015  2,885

  その他 4,263  4,269

  固定負債合計 44,364  46,124

 負債合計 85,674  96,219
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 8,024  8,024

  資本剰余金 9,028  9,028

  利益剰余金 67,819  66,595

  自己株式 △2,417  △2,419

  株主資本合計 82,454  81,228

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 △482  △343

  繰延ヘッジ損益 △32  72

  為替換算調整勘定 △6,313  △6,032

  その他の包括利益累計額合計 △6,828  △6,303

 少数株主持分 2,088  1,874

 純資産合計 77,714  76,799

負債純資産合計 163,388  173,019
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(2)四半期連結損益及び包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 73,956  95,237

売上原価 61,633  80,452

売上総利益 12,322  14,785

販売費及び一般管理費  

 販売費 6,765  7,113

 一般管理費 6,311  6,599

 販売費及び一般管理費合計 13,076  13,712

営業利益又は営業損失（△） △753  1,073

営業外収益  

 受取利息 56  73

 受取配当金 120  150

 受取賃貸料 106  107

 その他 302  121

 営業外収益合計 585  452

営業外費用  

 支払利息 404  411

 為替差損 130  397

 その他 75  28

 営業外費用合計 611  837

経常利益又は経常損失（△） △778  688

特別利益  

 貸倒引当金戻入額 35  －

 その他 6  0

 特別利益合計 42  0

特別損失  

 固定資産除売却損 20  27

 投資有価証券評価損 36  909

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 500  －

 その他 2  49

 特別損失合計 559  986

税金等調整前四半期純損失（△） △1,296  △297

法人税、住民税及び事業税 569  756

法人税等調整額 △810  △859

法人税等合計 △240  △102

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,055  △195

少数株主利益又は少数株主損失（△） 123  △78

四半期純損失（△） △1,178  △116
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  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 123  △78

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,055  △195

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 △823  133

 繰延ヘッジ損益 13  104

 為替換算調整勘定 △1,300  297

 持分法適用による持分相当額 △8  △1

 その他の包括利益合計 △2,118  533

四半期包括利益 △3,173  338

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △3,259  407

 少数株主に係る四半期包括利益 86  △69
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純損失（△） △1,296  △297

 減価償却費 1,778  1,713

 受取利息及び受取配当金 △176  △223

 支払利息 404  411

 売上債権の増減額(△は増加) △2,351  △9,545

 たな卸資産の増減額(△は増加) △3,021  △2,695

 仕入債務の増減額(△は減少) 5,127  6,350

 未成工事受入金の増減額(△は減少) 128  1,004

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 500  －

 その他 4,106  △2,120

 小計 5,201  △5,402

 利息及び配当金の受取額 175  221

 利息の支払額 △336  △416

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 936  △241

 その他の収入 186  79

 営業活動によるキャッシュ・フロー 6,163  △5,758

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 定期預金の預入による支出 △743  △0

 定期預金の払戻による収入 0  24

 固定資産の取得による支出 △613  △837

 固定資産の売却による収入 14  33

 投資有価証券の取得による支出 △8  △78

 子会社株式の取得による支出 －  △184

 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 

－  △565

 事業譲受による支出 △2  △160

 その他 0  3

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,352  △1,765

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の純増減額(△は減少) △1,396  414

 長期借入れによる収入 6  1,007

 長期借入金の返済による支出 △25  △861

 自己株式の取得による支出 △2  △1

 配当金の支払額 △1,104  △1,103

 その他 △45  △94

 財務活動によるキャッシュ・フロー △2,568  △639

現金及び現金同等物に係る換算差額 △900  187

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 1,342  △7,975

現金及び現金同等物の期首残高 31,101  31,672

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,443  23,696
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 

   当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

    該当事項はありません。 

 

(5) 追加情報 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）

を適用しております。 
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(6) セグメント情報 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

ダイフク コンテック DWHC 計 

その他 
(注) 

合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 46,276 4,186 10,391 60,855 15,076 75,931

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

4,850 3,512 490 8,852 4,750 13,603

計 51,127 7,698 10,882 69,708 19,827 89,535

セグメント利益又は損失
（△） 

△1,063 260 406 △396 542 146

(注)   「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容は国内外の子会社であ

ります。 

 

２  報告セグメントの売上高及び利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計

上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円）

売 上 高 金額 

報告セグメント計 69,708

「その他」の区分の売上高 19,827

セグメント間取引消去 △13,603

工事進行基準売上高の連結上の調整額 △2,219

その他の連結上の調整額 243

四半期連結財務諸表の売上高 73,956

 （単位：百万円）

利 益 金額 

報告セグメント計 △396

「その他」の区分の利益 542

関係会社からの配当金の消去 △934

その他の連結上の調整額 △390

四半期連結財務諸表の四半期純損失（△） △1,178

 

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

ダイフク コンテック DWHC 計 

その他 
(注) 

合計 

売上高   

  外部顧客への売上高 55,936 3,783 14,032 73,752 21,012 94,764

  セグメント間の内部売上
高又は振替高 

8,298 4,259 571 13,129 7,474 20,603

計 64,234 8,042 14,603 86,881 28,487 115,368

セグメント利益又は損失
（△） 

△802 △208 476 △534 944 409

(注)   「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その内容は国内外の子会社であ

ります。 

 

２  報告セグメントの売上高及び利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計

上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

 （単位：百万円）

売 上 高 金額 

報告セグメント計 86,881

「その他」の区分の売上高 28,487

セグメント間取引消去 △20,603

工事進行基準売上高の連結上の調整額 322

その他の連結上の調整額 150

四半期連結財務諸表の売上高 95,237

 （単位：百万円）

利 益 金額 

報告セグメント計 △534

「その他」の区分の利益 944

関係会社からの配当金の消去 △251

その他の連結上の調整額 △274

四半期連結財務諸表の四半期純損失（△） △116
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３  報告セグメントの変更等に関する事項 

 平成23年１月１日付けで、DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY を米国に設立し、その傘下にJERVIS B.  

WEBB COMPANY、DAIFUKU AMERICA CORPORATIONを置いて、北米事業を統括・強化していくこととなりまし

た。これに伴い、第１四半期連結累計期間より報告セグメントを以下のように変更しております。 

（変更前）株式会社ダイフク（ダイフク） 

     株式会社コンテック（コンテック） 

     JERVIS B. WEBB COMPANY（J.B.WEBB) 

     DAIFUKU AMERICA CORPORATION（DAIFUKU AMERICA） 

（変更後）株式会社ダイフク（ダイフク） 

     株式会社コンテック（コンテック） 

     DAIFUKU WEBB HOLDING COMPANY（DWHC) 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントにより作成しておりま

す。 

 

 

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

 

(7) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

当第２四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日） 

 該当事項はありません。 
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